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4-8m、4-12m、8-12m、1y6m-3y、3-5y の各年齢の体重増加度（ΔBW）と 12 歳時の肥満度、
BMI、脂質、動脈硬化指数(AI)、HOMA-IR(空腹時採血)、血圧との相関を出生体重 2500g 未
満(n=27)と 2500-4000g(n=211)に分けて解析した。	 
【結果】(1)2500-4000g で出生した場合、男児において乳児期のΔBW と 12y 時の肥満度・
BMI・血圧・AI・HOMA-IR との間には相関がなく、幼児期以降の 1y6m-3y および 3-5y の各期
間のΔBW が、12y 時の肥満度、IR・AI・血圧の増加と関連した(p＜0.05)。一方で女児にお
いては、出生後 4 ヶ月間のΔBW は 12y 時の IR・AI の増加に関連していた。(2)	 出生体重が
2500g 未満の場合、乳児期のΔBW は、逆に、12y 時の IR および AI の改善につながった。	 
【結語】小児のインスリン抵抗性形成が 1 歳６ヶ月〜５歳の体重増加と関連していること
が示されたことから、adiposity	 rebound に着目した体重増加児への介入は有用である。	 
	 
	 
	 	 
